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平成最後の年がいよいよ幕を明けました。今年は春から新しい元号となる

歴史的節目の年でもあります。また、来たるオリンピック・パラリンピックに向け

た準備にも一層の加速が見られる年になることでしょう。国内外に視野を広げ、

驚きや感動をしっかりと味わっていきたいものですね。幼稚園からも明るいニ

ュースをたくさんたくさん発信できるように、職員一同、しっかりと力を合わせて

努力して参ります。本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

今年も、新年初めの始業式で子どもたちに「一年の計は元旦にあり」というお話をしました。何事もはじめが重

要、具体的な目標を立てて、物事をスタートさせてほしいという内容です。幼児期の目標は、少しだけ高いのがい

いと思います。全く手の届かない高さだと、初めから挑戦はできません。跳び付こうとも思いません。でも、少しだ

け高いと、踏み台や椅子を持ってくるなど、知恵をつかって成功させることができます。頑張った達成感を得ること

ができます。そして、子どもたちには、その目標を言葉で表すことを日常化してほしいと思っています。言葉にす

ることは、自身の確かめになると同時に、他者と関わることにもつながります。たくさんお話をしながら、嬉しさを共

有しながら大きくなっていけるよう、しっかりと支援をしていきたいと考えています。 

小さい人たちにとって「目標」というのは、まだ少し難しいので、楽しいこと、嬉しいこと、やりたいことなど、プラス

のイメージをたくさん言葉にさせるといいですね。「ぼくは、今日、幼稚園でお砂あそびするんだ」「制服、自分で

着られるよ」立派な目標です。「高いお山ができたかな」「ボタンも早く止められるんだね」言葉にすると、必ず応え

を返したくなります。小さな応答の積み重ねは、きっと自信や自尊感情を高めていきます。 

春が来ると、年長さんは、いよいよ小学生です。年中さんは、幼稚園で一番のお兄さんお姉さんになります。

年少さんは、２階のお部屋になり、かわいい後輩もできます。できることも感じる心も、ますます膨らんでいきます。

それぞれのご家庭でも家族みんなで「少しだけ高い目標」を出し合って、日々の喜びをたくさん共有していただけ

たらと思います。もちろん、うんと高い長期的な目標が立てられるようになるためにも、日々の喜び体験を積み上

げてほしいのです。 

昨年末の「お餅つき」には、たくさんのご協力ありがとうございました。 雨が

心配な日ではありましたが、お陰様で雨雲も何とか最小限で持ちこたえることが

できました。園舎も園庭も、活気と笑顔に溢れる素晴らしい一日となりました。 

あつあつのもち米を、こねてついて、丸めて、丸めて…。お父さん、お母さん

そして、おじいちゃんやおばあちゃんにも大活躍をしていただきました。次の日

は、「黄粉で食べたよ」｢のりで巻いたよ｣と、美味しいお話もたくさん聞くことができました。お餅をつくお父さんたち

の力強い姿やタイミングに苦心しながら合いの手を入れるお母さんたちの笑顔、

何より柔らかくて温かいお餅の感触は、子どもたちにとって生涯心に残る素晴らし

い思い出になったことと思います。脈々と伝承されてきたこうした季節の行事は、

人の輪をつなぎ深める素晴らしい機会であると再確認もできました。「生活発表

会」「豆まき」「お茶会（年長）」と、３学期も様ざまな季節の行事を実施して参りま

す。引き続き、いっしょに楽しんでいただきたいと思います。ご協力のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。                      園長 三上 玲子 

 


